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地質はすべて四万十累層群の砂岩及び

泥岩を主とする地向斜堆積層からなり

四万十地向斜の前半期を示す目高川層群

と後半期の音無川層群に分けられる.

これらはいずれも複雑な構造を呈する.

目高川層群は泥質岩が優勢で緑色岩類

や放散虫チャｰトを一部に伴う優地向斜

堆積相を示し酸性凝灰岩がひんぱんに

伴われる｡緑色岩類の分布は詳しく検

討され泥質砦を主とする龍神累層の幾

つかの特定の層準に挾有されしかもよ

く連続することが明らかにされている.

また酸性凝灰岩も龍神累層上部に多く

挾有されることが明らかにされそれら

の位置カミ地質図に示されている.

音無川層群は泥岩を主とする瓜谷累層

泥質フリッシュ･等量フリッシュからな

る羽六累層下部層砂質フリッシュ･砂

岩を主とする羽六累層上部層に区分され

全体として一つの上方粗粒化サイクルを

なす.これらは衝上断層によって大き

く繰り返して分布している.

5万分の1地質図幅の新刊
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本図幅の特色として図幅地域全般にわたって岩相分布が

克明に追跡されており多数の走向傾斜が地層の上下確認

とともに示されている.また砂岩組成や古流向カミ重視

されておりそれらは地質図と同縮尺のオｰバレイ付図

として付けられている.また36ルｰトにわたる柱状図

と標準地域7つのルｰトマップが示されている.
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近年四万十帯の地質はプレｰトテクトニクスとの関連で

非常に注目されるようになってきている･その是非を論

ずるためにもこのような具体的な資料が不可欠であり

この点でも本図幅は重要な意義を持っている.なお四

万十累層群の時代については最近では放散虫生層序に基

づく研究が進展しており目高川層群の層序の再検討が上

記グルｰプによって進められているとのことである.

龍神地域は紀伊半島の中央部に位置し古来から京での

戦いに敗れた平家や勤皇の武士が落ち延びていった山

深き所である･目高川の清流が本地域を流れ有吉佐和

子の小説r目高川｣で美事に描かれた龍神温泉が湧出して

おり剣豪机龍之介もこの地で疲れを癒したと伝えられ

ている.本図幅はその南の｢栗栖川｣更に南の｢江住｣図

幅と一連の研究としてなされたもので著者らを含むr紀

州四万十帯団体研究グルｰプ｣及びrはてなし団体研究

グルｰプ｣のこれまでの成果がまとめられたものである.
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